
岡山県聴覚障害児支援中核機能強化事業

支援が必要な難聴児
・新生児聴覚検査後の進行性、後発性
難聴児

・経過観察とされた片側性難聴の児童
・乳幼児期に十分な療育を受けていな
い児童

・就学後に支援が必要な児童
・新生児聴覚検査を受けていない児童

など

産科医療機関等による検査

精密検査機関による検査

新
生
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聴
覚
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児童発達支援センター
岡山かなりや学園

岡山県聴覚障害児支援センター

岡山かなりや学園

連携 県立岡山聾学校
（相談支援体制を整備）

「きこえ」を支援する
療育施設

情報収集・把握

連携

難聴児の在籍園・校難聴児が通う療育施設
（児童発達支援センター、
児童発達支援事業所等）

巡回支援
研修等の開催

家族支援

コーディネーター
配置（言語聴覚士）

県内の難聴児とその家族

医療機関

パス要再検
(リファー)

パス
難聴または
難聴疑い

片側性難聴は
経過観察

療育開始

かなりや
学園を紹介

出産

岡山県聴覚障害児支援連携協議会
（医療、保健、福祉、教育、障害のある人で構成）

関係機関の連携体制構築、情報共有や支援策を検討

聴覚障害児支援中核機能強化事業（令和6年度～）

新生児聴覚検査から療育開始までの流れ


